
海沼春男代表理事

地
域
密
着
型
の
企
業
経
営
に

埼玉中小企業家同友会

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
。
当
会

内
で
４
半
期
ご
と
に
実
施
し
て
い
る

景
況
調
査
で
は
、
売
り
上
げ
が
震
災

以
前
の
水
準
に
戻
っ
た
と
の
結
果
が

出
て
い
る
。

　
し
か
し
、
２
０
１
２
年
度
の
見
通

し
に
つ
い
て
多
く
の
会
員
企
業
は
悲

観
的
だ
。
大
手
企
業
を
は
じ
め
と
し

て
生
産
の
海
外
移
管
が
加
速
す
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
、
加
え
て
、
本
部
機

能
の
海
外
移
転
を
実
施
す
る
企
業
が

一
部
で
出
て
き
た
こ
と
が
背
景
に
あ

る
。

　
中
小
企
業
家
同
友
会
で
は
、
大
手

企
業
の
戦
略
か
ら
な
る
べ
く
離
れ
な

が
ら
独
自
の
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
構
築
し
、
内
需
を
形
成
す
る
地

域
密
着
型
の
経
営
に
事
業
を
シ
フ
ト

す
る
企
業
づ
く
り
を
提
唱
す
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
来
る
べ
き
産
業
構
造
の

大
転
換
に
備
え
た
い
と
思
う
。

埼玉県特集

小川修一会長

Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
地
域
振
興
推
進

埼玉県情報サービス産業協会

　
当
協
会
は
４
月
に
、
県
知
事
の
認

定
を
受
け
た
地
域
経
済
振
興
と
情
報

高
度
化
推
進
を
目
的
と
す
る
情
報
サ

ー
ビ
ス
産
業
団
体
で
あ
り
埼
玉
県
唯

一
の
公
益
社
団
法
人
と
し
て
、
新
発

足
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
復
興
や
円
高
克
服

の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
Ｉ
Ｔ

投
資
の
増
加
に
よ
る
情
報
シ
ス
テ
ム

高
度
化
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
革
新

の
象
徴
と
も
い
え
る
Ｉ
Ｔ
技
術
は
、

あ
ら
ゆ
る
領
域
に
活
用
さ
れ
、
課
題

解
決
と
成
長
戦
略
の
鍵
と
な
る
だ
ろ

う
。我
々
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
界
は
、

そ
の
役
割
が
ま
す
ま
す
社
会
的
に
大

き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
、

活
動
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
地
域
振
興
・
情

報
高
度
化
の
た
め
、
公
益
社
団
法
人

と
し
て
諸
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
き
た
い
。

江田元之理事長

ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
支
援
展
開

さいたま市産業創造財団

　
さ
い
た
ま
市
産
業
創
造
財
団
は
、

４
月
に
公
益
財
団
法
人
と
し
て
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　
産
業
界
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
レ
ベ

ル
で
事
業
構
造
や
製
品
構
造
の
大
転

換
期
を
迎
え
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、

当
財
団
は
地
域
の
支
援
機
関
と
し
て

さ
い
た
ま
市
の
経
済
諸
施
策
と
連
動

し
、
ま
た
、
関
連
機
関
と
の
連
携
を

強
化
し
な
が
ら
、
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ

る
支
援
を
展
開
し
て
い
く
。

　
具
体
的
に
は
、
さ
い
た
ま
市
テ
ク

ニ
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド
認
証
企
業
を
中
心

に
、
企
業
の
海
外
展
開
や
医
療
・
環

境
な
ど
新
成
長
産
業
分
野
へ
の
参
入

を
支
援
す
る
。
同
時
に
、
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の
支
援

を
通
じ
、
地
域
や
社
会
に
貢
献
す
る

ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
育
成
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

荻野芳朗代表幹事

提
言
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

埼玉経済同友会

　
当
会
は
埼
玉
県
経
済
の
発
展
に
資

す
る
提
言
活
動
、
会
員
相
互
の
啓
発

を
目
的
と
し
た
勉
強
会
や
研
究
会
活

動
な
ど
を
展
開
し
て
い
る
。
昨
年
度

は
埼
玉
県
に
対
し
、

中
小
企
業
の

人
づ
く
り
と
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
力
の

強
化
を
狙
っ
た
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
」
、

県
北
地
域
の
野
菜
作
り
を
中
心
と

し
た
「
農
業
活
性
化
モ
デ
ル
」
と
い

う
二
つ
の
提
言
を
行
っ
た
。

　
今
年
度
も
引
き
続
き
提
言
活
動
を

強
化
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
提
言
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
も
注
力
し
「
行

動
力
あ
る
埼
玉
経
済
同
友
会
」
を
目

指
す
。

　
当
会
は
２
０
１
３
年

月

日
に

創
立

周
年
を
迎
え
る
。
総
務
企
画

委
員
会
の
中
に
「
創
立

周
年
記
念

事
業
部
会
」
を
設
置
し
、
さ
ら
な
る

地
域
貢
献
活
動
を
推
進
す
る
。

外
郭
団
体
ト
ッ
プ
に
聞
く

後閑博会長

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
強
化

埼玉県信用保証協会

　
埼
玉
県
信
用
保
証
協
会
は
、
「
親

切
・
迅
速
・
丁
寧
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能
を
強

化
し
、
県
内
中
小
企
業
の
経
営
支
援

に
取
り
組
む
。
金
融
円
滑
化
法
の
期

限
を
来
年
３
月
に
控
え
、
急
増
し
た

条
件
変
更
先
の
出
口
戦
略
が
重
要
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
、
事
業
継
続
が

困
難
な
企
業
が
徐
々
に
顕
在
化
す
る

こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。
期
中
支

援
、
企
業
再
生
を
さ
ら
に
強
化
し
、

１
社
で
も
多
く
の
企
業
が
事
業
を
継

続
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

　
ま
た
、
企
業
ご
と
に
専
任
担
当
者

を
配
し
、
各
種
相
談
な
ど
に
応
じ
る

企
業
担
当
者
制
を
整
備
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
、
中
小
企

業
を
支
援
す
る
こ
と
が
増
え
る
だ
ろ

う
。
知
恵
を
絞
り
、
企
業
、
金
融
機

関
、
当
協
会
の
３
者
に
と
っ
て
の
名

案
を
考
え
て
い
き
た
い
。

仁科俊夫理事長

若
手
の
活
躍
、
新
戦
力
に
期
待

埼玉県鍍金工業組合

　
東
日
本
大
震
災
の
復
興
需
要
の
影

響
も
あ
り
、
ト
ラ
ッ
ク
中
心
と
し
た

自
動
車
関
連
が
好
調
で
あ
る
ほ
か
、

ホ
ン
ダ
の
寄
居
工
場
が
来
年
稼
働
予

定
。
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。

　
近
年
、
組
合
の
若
手
を
中
心
に
構

成
す
る
青
年
部
「
埼
鍍
会
」
の
活
動

が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。
地
域
を
越

え
た
交
流
も
始
ま
り
、
頼
も
し
く
感

じ
る
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
組
合
事

務
局
に
中
国
語
、英
語
、日
本
語
が
話

せ
る
若
手
人
材
を
採
用
し
た
。
新
戦

力
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
そ
う
だ
。

　
我
々
の
業
界
が
生
存
し
て
い
く
た

め
に
は
、
モ
ノ
づ
く
り
日
本
と
言
わ

れ
て
久
し
い
現
状
に
甘
ん
じ
る
こ
と

な
く
技
術
革
新
の
時
代
に
取
り
残
さ

れ
な
い
よ
う
力
を
注
ぐ
必
要
が
あ

る
。
今
年
度
も
、
上
部
組
織
の
全
国

鍍
金
工
業
組
合
と
連
携
し
な
が
ら
、

業
界
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

山崎嘉正会長

物
産
・
観
光
相
互
に
相
乗
効
果

埼玉県物産観光協会

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
が
経
過

し
、
東
北
地
方
を
中
心
に
日
本
は
強

い
絆
の
下
、
確
実
に
復
興
の
道
を

歩
ん
で
い
る
。
復
興
へ
の
歩
み
の
中

で
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
」
や

「
応
援
物
産
展
」
な
ど
、
地
域
の
活

性
化
に
観
光
や
物
産
が
果
た
す
役
割

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
き
く
な
っ
て

い
る
。

　
埼
玉
県
物
産
観
光
協
会
は
新
協
会

発
足
か
ら
４
年
目
と
な
る
今
年
度
、

来
年
度
に
控
え
た
新
法
人
へ
の
移
行

や
物
産
観
光
館
の
好
立
地
へ
の
移
転

な
ど
に
向
け
、準
備
体
制
を
整
え
る
。

　
ま
た
、
協
会
会
員
の
各
事
業
者
や

市
町
村
・
観
光
協
会
相
互
の
連
携
強

化
を
よ
り
一
層
進
め
る
。

　
物
産
・
観
光
相
互
に
相
乗
効
果
を

生
む
よ
う
な
事
業
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
埼
玉
県
の
魅
力
を
県
内
外
に

発
信
し
て
い
き
た
い
。

星野進会長

組
合
間
連
携
強
力
に
推
進

埼玉県中小企業団体中央会

　
埼
玉
県
内
中
小
企
業
は
、
東
日
本

大
震
災
の
影
響
に
加
え
、
海
外
経
済

の
減
速
、
円
高
、
増
税
、
電
気
料
金

引
き
上
げ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
懸
念
を

抱
え
、
多
難
な
状
況
に
陥
っ
て
い

る
。

　
今
こ
そ
県
内
中
小
企
業
は
、
中
小

企
業
組
合
の
下
に
英
知
を
結
集
し
、

協
同
の
力
で
苦
境
を
打
開
し
て
い
く

べ
き
だ
。

　
埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
で

は
、

立
ち
上
が
ろ
う
中
小
企
業
　

絆
を
活
か
し
て

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
と
し
、
県
内
９
２
０
中
小
企
業

組
合
の
専
門
支
援
機
関
と
し
て
、
支

援
活
動
の
中
核
を
な
す
巡
回
訪
問
な

ど
を
通
じ
、
事
業
の
再
構
築
や
新
規

事
業
創
出
を
積
極
的
に
支
援
す
る
。

　
ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
拡
大

な
ど
に
つ
な
げ
る
た
め
の
「
組
合
間

連
携
」
も
、
強
力
に
推
進
し
た
い
。

大久保義海会長

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
継
続

埼玉県商工会連合会

　
日
本
経
済
を
け
ん
引
し
つ
つ
、
安

心
・
安
全
の
街
づ
く
り
や
文
化
の
担

い
手
と
し
て
活
動
す
る
中
小
・
小
規

模
事
業
者
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影

響
、
円
高
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
問
題

な
ど
に
よ
り
、
自
助
努
力
で
は
克
服

困
難
な
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
。

　
当
会
で
は
「
地
域
応
援
宣
言

」

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
下
、
商
工

会
が
地
域
に
根
ざ
し
た
唯
一
の
総
合

経
済
団
体
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

た
め
、会
員
、非
会
員
を
問
わ
ず
巡
回

訪
問
す
る
企
業
訪
問
隊
、
青
年
部
の

子
ど
も
見
守
り
隊
、
女
性
部
の
温
暖

化
防
ぎ
隊
な
ど
の
活
動
を
各
商
工
会

と
協
力
し
な
が
ら
推
進
し
て
い
る
。

　
今
後
も
こ
れ
ら
諸
活
動
を
通
じ
、

震
災
後
の
新
た
な
時
代
に
中
小
・
小

規
模
事
業
者
が
自
立
的
発
展
を
遂
げ

地
域
に
元
気
が
み
な
ぎ
る
よ
う
、
全

力
を
注
ぎ
た
い
。

西村和義会長

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
機
能
強
化

埼玉県経営者協会

　
円
高
、
高
い
法
人
税
率
、
自
由
貿

易
協
定
締
結
の
遅
れ
、
経
済
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
に
伴
う
新
興
国
の
台
頭
、

人
口
減
少
社
会
の
到
来
に
伴
う
内
需

の
低
迷
な
ど
に
よ
り
、
企
業
を
取
り

巻
く
経
営
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て

い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
で
持
続
的
成
長

を
図
る
に
は
、
従
来
の
延
長
線
上
の

施
策
だ
け
で
は
不
十
分
。
グ
ロ
ー
バ

ル
化
へ
の
積
極
的
な
対
応
や
、
産
業

構
造
の
変
革
を
踏
ま
え
た
技
術
革
新

お
よ
び
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
革
新
な

ど
、
ま
さ
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実

現
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　
県
、
国
、
大
学
な
ど
多
方
面
の

知
の
集
団
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
強
化
し
、

企
業
と
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
、

諸
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き

た
い
。

松永功会頭

「
連
携
と
創
造
」
新
分
野
へ
参
画

埼玉商工会議所連合会

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
が
経
過

し
た
が
、
復
旧
・
復
興
の
足
取
り
が

重
い
中
、
電
気
料
金
や
消
費
税
の
引

き
上
げ
な
ど
中
小
企
業
に
と
っ
て
不

安
材
料
の
多
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
一
番
求
め
ら

れ
る
も
の
は
、
「
連
携
と
創
造
」
だ

と
思
う
。

　
埼
玉
県
商
工
会
議
所
連
合
会
は
昨

年

月
に
、
埼
玉
大
学
と
産
学
連
携

な
ど
を
目
的
と
し
た
包
括
協
定
を
締

結
し
た
。
ま
た
、
各
商
工
会
議
所
は

関
係
機
関
と
連
携
を
深
め
、
中
小
企

業
の
経
営
革
新
や
創
業
支
援
、
国
際

化
支
援
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
時
代
で
は
、

既
成
の
価
値
観
に
と
ら
わ
れ
ず
に
新

し
い
分
野
に
連
携
と
創
造
で
参
画
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。
こ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
こ
そ
が
明
る
い
展
望
を
引
き

寄
せ
る
源
だ
と
信
じ
て
い
る
。

（ ） 　　 （第２部） ２０１２年 平成２４年 ５月３０日 水曜日 　　


